
（一社）日本詩人クラブ　2026年 2月例会のご案内

ＮＰＯ法人今井館教友会　今井館聖書講堂

東京都文京区本駒込6−11−15
●JR山手線　駒込駅　南口　徒歩11分
●地下鉄南北線　駒込駅　２番　徒歩8分
●地下鉄都営三田線　千石駅　A４　徒歩5分
六義園をめざしてください。六義公園運動場側です。

日時　2026年2月14日㈯ 1４時～1７時	 資料代500円

会場　今井館聖書講堂	 司会　岩重桃平

例会・国際交流理事

　丹羽京子（TEL090-1107-1199）

＊例会終了後懇親会を行います。
　どなたでもご参加ください。
　会費　4,000円

●講演
大島健夫 「地域社会とポエトリーリーディング」
木村沙弥香
「ポエトリーリーディング黎明期におけるアメリカ社会と“他者”」

●ポエトリーリーディング
大島健夫／木村沙弥香／GOKU／多嘉喜

登壇者プロフィール

大島健夫…ポエトリースラムジャパン2016優勝、パリでのW杯で準決勝進出。詩集「詩なのかもしれない」ほか、「外来生物のき
もち」など生き物関連の著作も多数。

木村沙弥香…東京大学にてポエトリーリーディングについて研究を行なう。在学中に米国大使館主催「IPEP」で日本代表を務め
る。2017年「詩のボクシング20周年記念大会」で全国優勝。

GOKU…自分で詩を書き、それを読む、が基本形。演奏やダンス、立体や平面、詩情のあるものに惹かれること数多。

多嘉喜…ラッパー、パフォーマンスポエット（朗読詩人）。ポエトリーリーディングEP『多嘉喜』をリリース（配信中）。Singapore 
Poetry Festival 2022&2023にゲスト出演。

～ポエトリーリーディングの今～
ポエトリーリーディングの第一線で活躍される詩人の方々に、ポエトリーリーディングの歴史
や現状について語っていただくと同時に実演していただきます。
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